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○ 総合学習Ⅰ
「自律」をテーマに自ら考え、行動出来る力を総
合的に学ぶ時間として設定する。

1
通

143 ◯

○ 志学Ⅰ

教育理念と学生行動指針に沿い、行動の仕
方、心の持ち方、あるべき姿を深く学び考え、
社会から必要とされ続ける“人財”となるべく基
本的思考、行動習慣を身につけていく。

１
前

30 ○ △

○ 一般教養
SPIを始めとする就職採用試験に備えて、非言
語系、言語系練習問題に取り組み、合格の基
礎となる基礎学力強化を図る。

１
後

38 ○ △

○ 実用英語Ⅰ
英文法の基礎を固め、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、
TOEICスコアアップを目指す。

１
通

176 ◯

○
Business
English Ⅰ

グローバルビジネス社会で通用する共通語とし
てのビジネス上必要な実務英語を習得する。英
文ビジネス文書の読解やemails、英語プレゼン
テーションスキルの基礎を養成。

１
前

40 ◯

○
英 語 コ ミ ュ ニ
ケーションⅠ

トピックに沿ってダイアローグ、プレゼンテーショ
ン、ディスカッションなど英語でのアウトプットを
総合的に行い、実践的な英語力を養う。カナダ
語学留学プログラムも含む。

1
通

52 ◯

○ 国際理解

グローバル社会に必要な異文化理解に寛容な
態度を身に着けるために、諸外国との差異や文
化の多様性を学び、共存・共栄について考え
る。

１
通

30 ○ △

○ ビジネスICT

基本的な英文、和文の文書作成スキルを上げ、
英・日双方のレポート作成に備える。 エクセル
やパワーポイントにてプレゼンテーション素材作
成を行う。

1
通

60 ◯

○ 沖縄観光Ⅰ
沖縄の歴史・文化を知り、知識のみならず見
聞・体験し実践を図る事で自身のルーツを感じ
発信していく力を養う。

1
前

40 ○ △

○ 海外語学研修

フィリピン・セブ島の英語学校CPILSによる英語
集中プログラム。マンツーマン、少人数制（４人
グループ）授業で英語４技能のレベルアップを
行う。

1
前

308 △ ◯

○
選
１

貿易実務

貿易業界に必要とされるマーケティング力、輸
送機関の選定や手配、外国為替の知識、海上
貨物保険その他貿易についての実務的な知識
を習得する。

１
通

40 ○ △
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別表１
教育課程及び授業時数
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授業科目名 授業科目概要
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期

授
　
業
　
時
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○
選
１

貿易実務演習

貿易業界に必要とされるマーケティング力、輸
送機関の選定や手配、外国為替の知識、海上
貨物保険その他貿易についての実務的な知識
を習得する。

１
後

98 ○ △

○
選
１

貿易英語
貿易で使用される、様々な種類の英文ビジネス
文書の表現と書式の構成を理解し、文書の内
容を和訳できるようにする。

１
後

24 ○

○
選
２

ホテル実務Ⅰ
ホテル概論、宿泊料飲の業務内容について学
び、ホテル実務の基礎を整える。

１
通

114 ○ △ 　

○
選
2

企業インター
ンシップ

講義等で得た知識を実践の場で体験を行う事
を目的とする。就職を意識し企業観察を同時に
行い、就職後をイメージした研修を実施する。

１
通

48 ○

○
選
3

海外語学研修
Ⅱ

カナダまたはフィリピンの提携校である語学学
校への語学留学プログラム。少人数制授業で
英語４技能のさらなるレベルアップを行う。

１
後

80 △ ◯

〇
海外語学研修
Ⅱ

カナダまたはフィリピンの提携校である語学学
校への語学留学プログラム。少人数制授業で
英語４技能のさらなるレベルアップを行う。

１
後

150 △ ◯

単位時間１年次合計 1,079 時間
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〇 総合学習Ⅱ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

２
前

50 ○

○ 志学Ⅱ

何のために“生きるのか”“学ぶのか”“働くの
か”を、社会との繋がりの中で自身の生きる姿勢
や志について考え、将来の「やりがい」に繋がる
ことを見出し、準備をする。

２
前

30 ○ △

○ 就職実務Ⅱ
就職活動を行なう前に、自己分析や自分の目
標とする企業の研究・企業訪問を通し、就職活
動に役立てる。

２
前

22 ○ △

〇 沖縄観光Ⅱ
沖縄の歴史・文化の知識を深め、見聞・体験し
実践を図る事でグローバル社会の中で発信し
ていく力を高める。

２
前

40 ○ △

○ 中国語

中国語発音の基本を学び、自然で正しい発音
を身につけ、簡単な日常会話ができることを目
的とする。また中国文化や中国人の価値観に
ついての理解も深める。

２
前

42 ◯

〇
英語コミュニ
ケーションⅡ

ビジネス上必要なプレゼンテーション、ディス
カッションなど英語でのアウトプットを総合的に
行い、実践的な英語力を養う。

２
前

28 ◯

○
Business
English Ⅱ

国際社会でビジネス上必要な実務英語の応用
的な知識を習得する。英文ビジネス文書や
emails作成、英語プレゼンテーションスキルを高
める。

２
前

14 ○ △

〇 実用英語Ⅱ
英文法の応用力を養い、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、
TOEICのさらなるスコアアップを目指す。

２
前

116 ◯

〇 ビジネス実務
あらゆるビジネスにおいて必要不可欠なビジネ
スマナー、金融・ITリテラシーの基礎知識を習
得し、企業や組織で業務を行う上で役立てる。

２
前

98 △ ◯

〇
海外語学研修
Ⅱ

カナダまたはフィリピンの提携校である語学学
校への語学留学プログラム。少人数制授業で
英語４技能のさらなるレベルアップを行う。

２
前

150 △ ○

○
選
１

企業研究Ⅱ
就職目標企業へ入社をするための研究・対策
を行なう。併せて面接・自己分析・ビジネスマ
ナーを習得する。

２
前

36 ◯

○
選
１

面接指導Ⅱ
就職活動で大きな要素を占める面接スキルの
向上を図る。面接者の意図を理解し、企業の想
いを知る事でよりよいキャリア形成を育む。

２
前

36 ○
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○
選
２

入社前トレー
ニング

進路決定者を対象に就職内定先にて必要不可
欠な一般常識・専門用語の習得を目的とする。

２
前

52 ○

〇
選
２

キャリアデザイ
ン

就職内定先で即戦力として活かせる検定を取
得すること目的とし、就職後をイメージした演習
を行う。

２
前

20 ○

○
選
３

総合学習Ⅱ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

２
後

60 ○

○
選
３

マナープロト
コール

国際儀礼（プロトコールマナー）を中心に、国際
的なマナーやエチケッ トを学び、文化や宗教
の違いを理解し、世界共通のマナールールを
習得する。

２
後

38 ○ △

○
選
３

中国語

中国語発音の基本を学び、自然で正しい発音
を身につけ、簡単な日常会話ができることを目
的とする。また中国文化や中国人の価値観に
ついての理解も深める。

２
後

22 ◯

○
選
３

英語コミュニ
ケーションⅡ

ビジネス上必要なプレゼンテーション、ディス
カッションなど英語でのアウトプットを総合的に
行い、実践的な英語力を養う。

２
後

30 ◯

○
選
３

Business
English Ⅱ

国際社会でビジネス上必要な実務英語の応用
的な知識を習得する。英文ビジネス文書や
emails作成、英語プレゼンテーションスキルを高
める。

２
後

12 ○ △

○
選
３

実用英語Ⅱ
英文法の応用力を養い、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、
TOEICのさらなるスコアアップを目指す。

２
後

80 ◯

○
選
３

ビジネス実務
あらゆるビジネスにおいて必要不可欠なビジネ
スマナー、金融・ITリテラシーの基礎知識を習
得し、企業や組織で業務を行う上で役立てる。

２
後

40 △ ◯

○
選
３

簿記入門

企業において重要な複式簿記の知識を習得
し、企業の会計報告をよりよく理解できるように
する。また、貸借対照表や損益計算書を読み、
作成できるようになる。

２
後

40 ◯

〇
選
４

チャレンジイン
ターンシップ

就職内定先でこれまで習得した専門知識・技能
を実践すること目的とし、就職後をイメージした
演習・実習を行う。

２
後

322 ○

〇
選
５

海外語学研修
Ⅱ

カナダまたはフィリピンの提携校である語学学
校への語学留学プログラム。少人数制授業で
英語４技能のさらなるレベルアップを行う。

２
後

322 △ ○
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別表１
教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程　外語 ビジネス科）
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次
・
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期

授
　
業
　
時
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単位時間

単位時間

２年次合計 834 時間

※　選１若しくは選２を選択
※　選３若しくは選４若しくは選５を選択

合計　２６　科目 1,913 時間
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